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モバイルフロントホールにおける

電力削減について
B5G/6Gにおいて基地局の電力削減をします

#グリーントランスフォーメーション #レジリエンス

モバイルフロントホールに求められる厳しいレイテ
ンシ、揺らぎの要件に対応し、無線技術と光伝送技
術の連携によるモバイルネットワークを実現します。

モバイルフロントホールにAPNを適用し、トラ
フィックに応じた光パス切り替えにより電力効率の
良い基地局運用を実現します。

IOWN APNの光波長パス切替技術とRAN側から取得したトラ
フィックの量から予測・判断し、遠隔で迅速にAPN装置および
RAN装置に対し自動実行可能なコントロール技術

現状、RUとDUは1対1で光ファイバ接続され、通信経路は固定
である。これによりトラフィック量が少ない場合でも、すべて
のDUサイトが運用状態になっている。
これを解決するために、RUとDUの経路をAPNを使って柔軟に
切り替えることで、特定のDUサイトにトラフィックを集約し、
他のDUサイトをスリープ状態にすることが可能

ビジネス領域：モバイルビジネス領域
ユースケース例：昼や夜のトラフィック量に応じて最適な基地局数での運用を可能とするためにトラフィックの量から
予測・判断し、APNを用いてRUとDUの経路を切替えエネルギー効率の良い基地局運用によるTCO/OPEXの削減を実現

出展社＝日本電信電話株式会社

問い合わせ先URL 

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=101&param03=D03-09
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